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氏の作品を演奏する講座です。
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ライアー響会の催し
会員のための講座 No.55

2024
9月16日（月・祝日）

10:30～15:30 10:00開場

東京・成美文化教育会館
ギャラリー
◆講師 クリスティアン・ギールシュ
  （通訳：西川多江子） 

◆定員 30名
◆参加費 3,500円

クリスティアン・ギールシュ氏と

彼の作品を弾こう！

比較的取り組みやすいカノンもたくさんあります。

その中から今回は「小さな祈り」「新しいカノン」の2曲をはじめ、

今ちょうど作曲されている、“Leier 2026 Dornach”（2026年に

スイスのドルナッハで行われるライアー100周年の世界大会）での

全体演奏の音楽も紹介してくださる予定です。

ギールシュ氏とともに、ライアーの響きを味わい、楽しみましょう。
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クリスティアン・ギールシュ Christian Giersch
1951年生まれ。1971年に人智学に出会い、ドイツのシュトゥットガルトで教会音楽と作曲を学ぶ。

1978年からユリウス・クニーリムら数人の教師のもとでライアーを学ぶ。1982年から2014年ま

で、シュトゥットガルトのシュタイナー学校、ミヒャエル・バウアーシューレで音楽教師を務める。 

ライアー演奏者として活動するほか、ライアーのための作曲も数多く手がけている。学校での仕事

を終えた後、マルティン・トビアッセンと共に「ライアー演奏のための国際サマーアカデミー」を創設

し、2018年から毎年ドイツのゼーハウス城で開催している。

通訳　西川多江子 Taeko Nishikawa 
お茶の水女子大学文教育学部史学科卒業。 会議通訳者養成スクールで研修の後、通訳者として

通訳及び翻訳に従事。(株)インターグループ法人研修部講師。ライアーの響きに魅せられ、小倉さ

ち子氏のもとでライアーを学ぶ。

会員講座55
申し込みフォーム
８月１日９時
受付開始

成美教育文化会館
〒203-0014 東京都東久留米市東本町８-１４
Tel 042-471-6600
http://www2.odn.ne.jp/kyobun/

西武池袋線　東久留米駅北口より所沢方面へ
徒歩4分

◆お申し込み
8月1日9 時から受付を開始します。それ以前は受付が出来ませんのでご注意ください。
右のQRコードからお申し込み後、１週間以内に参加費を下記のゆうちょ銀行口座に
お振込みください。
ライアー響会HPからも申し込みフォームに飛べます。（https://leierkyokai.jp/ ）

　振込先 ゆうちょ銀行　 00180-8-570665　ライアー響会

 他金融機関から 〇（ゼロ）一九店　570665

※お振込みの際、お名前の後に「９１６コウザ」と付記してくださるか、
　ゆうちょダイレクトの場合はメッセージ欄に、振り込み用紙の場合は通信欄に、
　その他の場合は無料の通信欄があればそちらに同様にお書き添えください。

＊ご入金の確認後、受付完了となり受付番号をメールでお知らせします。
＊楽譜は8月中旬以降、PDFでお送りする予定です。
　PDFで受け取ることが難しい方はご相談ください。
＊受付完了後のキャンセルによる返金が出来ないことをご了承ください。
＊万が一申し込みフォームでお申し込みが出来ない場合は、メールでライアー響会に
　お問い合わせください。
　ライアー響会　hibiki@leierkyokai.jp


